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 全ての人が子育てを
応援するまちに—

特集 SPECIAL　FEATURE
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まちなかでハロウィーンパーティー

いざ！島津de秋の陣2023

肉の祭典、焼肉カーニバル開催

10月15日

10月21日

10月21日

紅葉した色鮮やかな葉が、光を受けてさらに美し
さを増す照葉。本号の子育て特集に合わせ、秋晴れ
の下、神柱公園で元気に落ち葉を舞い上げる男の子
を撮影しました。

公園内は散策を楽しむ家族連れなどでにぎわい、
撮影中に温かい声掛けもいただきました。表紙の写
真も含めて、本号では市内のさまざまな場所で出
会った市民の皆さんの笑顔をたっぷりと掲載してい
ます。撮影にご協力いただいた皆さん、ありがとう
ございました。

ちいさい 秋 みつけた

今月の表紙 ＣＯＶＥＲ

日本一の肉のまちをPRする焼肉カーニバルが観
音池公園で開催されました。来場者は華やか

なステージイベントなどを観覧しながら、炭火で焼
いたお肉を口いっぱいにほおばっていました。

02	 まちの話題

04	
	 全ての人が子育てを応援するまちに—
12	「共に働く」を当たり前に

14	 帰っておいでよ、都城へ！

16	 INFORMATION（市からのお知らせ）／
	 ヒートショック対策のポイント／
	 年末年始のごみなどの収集

22	 １月は償却資産の申告月です／
	 建物の新築などの届け出・固定資産の減額制度

23	 地域おこし協力隊だより／安全・安心情報／
	 読者のお便り

24	 企業の力／今月の読者プレゼント

25	 美術館情報／歴史探訪！／
	 都城島津伝承館だより

26	 Let’sみやこんじょい／おすすめ図書／
	 まちなかdeわくわく

27	 都城フィロソフィ／届けたい都城の風景／
	 私の夢／現住人口／編集後記

28	 市美展

まちなか広場と攝
しょう

護
ご

寺周辺で行われたm
ま る ま る

allmall 
m
マ ル シ ェ

arche。今回はハロウィーンをテーマに開催
され、大人も子どもも出店者も、アニメのキャラク
ターなど思い思いの仮装を楽しんでいました。

秋晴れの中、都城島津邸で開催した本催し。子
ども鎧

よろい

試着体験や本宅・伝承館の展示解説ツ
アー、民俗芸能披露などが行われ、来場者らは島津
文化圏が育んだ芸能や武術を楽しんでいました。
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まちの話題 in M i y a k o n o j o

結婚50周年金色の祝い

ぼんちの市場まつり開催

無病息災を願い、弥五郎どんに触れる

先人たちの思いを後世に

11月３日

10月29日

10月31日

10月22日

総合文化ホールで合同金婚式を開催。代表であ
いさつした山下博三さん（安久町）が、これまで

の夫婦の歩みを振り返り、苦楽を共にした妻の孝子
さんへ労いや感謝の言葉を述べました。

世界的ダンサーのケント・モリさんが都城に
10月27日

マイケル・ジャクソンなど世界的アーティストが
認めるケント・モリさんが池田市長を表敬訪問。

当日開催されたレッスンでは、200人超の参加者が
ダンスを楽しみ夢に向かう大切さを学びました。

公設地方卸売市場の祭りがリニューアル。澄み切っ
た青空の下、模擬競りをはじめ多くの催しが

行われ、迫力あるマグロの解体ショーでは、大勢の
人だかりができるほど人気を集めていました。

千年を超える歴史の中で地域で親しまれてきた
山之口弥五郎どん祭り。弥五郎どんに触れる

と無病息災でいられるとの言い伝えから、来場者は
こぞって弥五郎どんの袖に手を伸ばしていました。

４年に１度開催される山之口町花
はなのき

木あげ馬。島
津家の戦勝祈願などに由来する県無形民俗文

化財で、沿道の住民が見守る中、馬に乗った稚児を
中心に再現された大名行列がまちを練り歩きました。

看護の道へ決意を新たに
10月27日

都城医療センター附属看護学校の１年生42人。
基礎教育を終えた学生らは、厳かな「誓いの式」

を経て、病院などでの本格的な実習に向け決意を新
たにしていました。
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奇
跡
の
連
続
で
生
ま
れ
て
く

る
命
。
命
が
け
の
出
産
を

経
て
や
っ
と
会
え
た
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
い
た
と
き
、
こ
の
上
な
い

幸
せ
を
感
じ
る
も
の
。

愛
お
し
い
我
が
子
の
育
児
は
、

２
・
３
時
間
お
き
の
授
乳
や
お

む
つ
替
え
、
夜
泣
き
を
す
れ

ば
泣
き
止
む
ま
で
あ
や
す
な
ど
、

小
さ
な
命
を
守
る
た
め
毎
日
24

時
間
必
死
で
、
悩
み
、
時
に
は

つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

小
牧
希
美
さ
ん（
下
川
東
在

住
）
は
、
９
月
に
次
男
の
桜
久

さ
ん
を
出
産
し
、
現
在
育
児
休

暇
中
で
す
。
夫
の
祐
介
さ
ん
は

育
児
に
積
極
的
で
す
が
、
起
業

し
て
日
が
浅
く
、
夜
遅
く
に
帰

宅
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
保

育
園
か
ら
帰
宅
し
た
２
歳
の
長

男
・
桜お

う

史し

郎ろ
う

さ
ん
と
生
後
間
も

な
い
桜
久
さ
ん
を
見
な
が
ら
家

事
を
こ
な
す
こ
と
は
困
難
で
、

市
内
に
暮
ら
す
母
親
が
頻
繁
に

手
助
け
に
来
て
い
ま
す
。
サ

ポ
ー
ト
を
心
強
く
思
う
一
方
で
、

「
日
常
的
に
親
へ
大
き
な
負
担

を
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
」と
い

う
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
日
々

育
児
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

減
り
続
け
る
日
本
の
出
生
数
。

少
子
化
は
未
婚
率
の
上
昇
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

り
ま
す
が
、
国
は
母
親
に
育
児

が
集
中
す
る「
ワ
ン
オ
ペ
育
児
」

な
ど
社
会
全
体
の
構
造
・
意
識

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

全
て
の
人
が
子
育
て
を

　
　
応
援
す
る
ま
ち
に
―
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子育てには
さまざまな負担感が―

子育ては多くの喜びをもたらしますが、
次のアンケート結果が示すとおり、さま
ざまな負担感も伴います。

保護者などが感じる負担はそれぞれ
異なりますが、増加する虐待件数や子
どもの貧困などの問題もあることから、
子育てを社会全体で支える必要性が高
まっています。このような背景の下、本
市および関係団体は全力で「こどもたち」
を応援することを宣言しました。

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
現
状
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
本
市
で
は
、
育

児
や
保
育
に
関
す
る
経
済
的
負

担
や
仕
事
と
の
両
立
に
よ
る
時

間
的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
の
※
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※�

本
市
の
子
育
て
支
援
策
の
詳
細
は
、

本
紙
10
月
号
で
特
集
。
合
わ
せ
て

一
読
く
だ
さ
い

ま
た
、
市
内
で
は
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
サ
ー
ク

ル
、
子
育
て
支
援
団
体
な
ど
、

子
育
て
世
代
に
寄
り
添
っ
た
活

動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
が
充
実
す
る
一
方
で
、

子
育
て
に
負
担
を
感
じ
な
が
ら

も
周
り
に
頼
る
こ
と
に
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し

て
、
助
け
を
求
め
る
一
歩
を
踏

み
出
せ
な
い
人
も
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
、
子
育
て
期

間
中
で
特
に
負
担
が
大
き
い
と

い
わ
れ
る
乳
幼
児
期
に
焦
点
を

当
て
、
当
事
者
や
支
援
団
体
の

声
を
聞
き
、
専
門
家
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
本
特

集
に
よ
り
、
子
育
て
中
の
人
も

そ
う
で
な
い
人
も
現
状
を
知
っ

て
も
ら
い
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
た
め
に
自
分

に
何
が
で
き
る
か
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
秘
書
広
報
課

☎
23‒

３
１
７
４

子どもや子育て中
の皆さんが気兼ねな
く支援制度やサービ
スを利用できるよう、
あらゆる場で、年齢・
性別を問わず全ての
人が、子育てを応援
する社会の実現を目
指して取り組んでい
ます。

～こどもまんなか
　応援サポーター宣言～

こども部（左から）

甲斐 柚
ゆ う か

花 技師、田原 菫
すみれ

 技師

小牧 希
のぞ

美
み

さん、桜
さ

久
く

さん

子育て（家事・育児）に関して、
負担に思うことは何ですか？

子育てに出費がかさむ 55.6％

自分の自由な時間が持てない 46.0％

子育てによる精神的疲れが大きい 43.1％

子育てによる身体の疲れが大きい 42.6％

子どもが病気のとき 33.0％

仕事が十分にできない 16.3％

夫婦で楽しむ（過ごす）時間がない 16.3％

負担に思うことは特にない 8.7％

子育ての大変さを身近な人が理解してくれない 6.9％

その他 1.6％

Q

資料：令和２年度少子化に関する国際意識調査

複数回答可
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平
成
30
年
４
月
に
中
心
市
街

地
中
核
施
設M

ま

る

ま

る

allm
all

内
に

開
設
し
た
子
育
て
世
代
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
れ
ぴ
か
」。

今
年
９
月
に
は
来
館
者
が
40
万

人
に
達
す
る
な
ど
、
子
育
て
世

代
の「
憩
い
の
場
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
利
用
者
さ
ん
が
、
少
し
で

も
甘
え
ら
れ
る
時
間
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
」
と
語
る
の
は
、
セ

ン
タ
ー
長
と
し
て
尽
力
し
て
い

る
児
玉
恵
子
さ
ん
。
利
用
者
か

ら「
家
族
に
も
話
せ
な
い
悩
み

事
が
相
談
で
き
る
」
ほ
ど
の
信

頼
が
寄
せ
ら
れ
る
ま
で
、
親
身

に
寄
り
添
っ
て
き
ま
し
た
。
子

育
て
の
悩
み
は
ミ
ル
ク
や
睡
眠
、

ト
イ
レ
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の

選
択
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
児
玉
さ
ん
は「
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
職
員
や
他
の
利
用

者
さ
ん
と
共
有
し
て
、
少
し
で

も
楽
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
す
。

一
方
で
、
児
玉
さ
ん
は「
子

育
て
支
援
施
設
な
ど
を
利
用
し

な
い
人
が
困
難
に
直
面
し
た
際

に
、
支
援
の
手
が
届
き
づ
ら
い

可
能
性
が
あ
る
」
と
危
惧
し
ま

す
。
ぷ
れ
ぴ
か
で
は
初
め
て
の

利
用
者
に
も
気
軽
に
来
館
し
て

ほ
し
い
と
、
未
利
用
者
の
子
育

て
世
帯
を
対
象
に
し
た
行
事
な

ど
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

「
ぷ
れ
ぴ
か
は
、
寄
り
か
か
っ

て
も
良
い
場
所
」
と
語
る
児
玉

さ
ん
。
柔
和
な
笑
顔
に
安
心
感

が
あ
り
ま
し
た
。

問
☎
36-

５
８
５
８

子育て世代活動支援センター　ぷれぴか
（子育て支援センター）
センター長　児玉 恵子 さん

利用者の皆さんが
甘えられる場所として―

子
育
て
を

　
応
援
す
る

　
　
人
た
ち
が
い
ま
す

　
市
内
に
は
、
子
育
て
を
応
援
す
る
施
設
や
サ
ー

ク
ル
、
団
体
な
ど
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。「
全
力

で
パ
パ
や
マ
マ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
思
い
を
共

に
す
る
皆
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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約10年前、「一人で悩んでいる
ママに寄り添い、育児の不安を
軽減したい」との思いから助産
師５人で本団体を結成し、本業
との“二足のわらじ”で育児サーク
ルの活動を始めました。今では、
栄養士や保育士、理学療法士な
どの皆さんからも取り組みの趣
旨に賛同を得て、地域ぐるみで
専門性を生かした育児支援を行
うとともに、仲間づくりの場とし
ても喜んでもらっていると感じて
います。

活動は月に１回、赤ちゃんと一
緒に楽しめる音楽会や親子コミュ
ニケーション講座、産後ケア、
育児相談、親子遊びなどを市内
の各会場で開催。また、音楽家
や歯科衛生士などの利用者さん
が自らの専門性を生かした講座
を行うなど、活動の幅が広がっ
ています。育児中の不安や悩み、
健康管理、家族のことなどの相
談から、誰かの話に耳を傾ける
だけなど、「五華」での過ごし方
は人それぞれ。みんなで輪になっ
て子育てしましょう。

問☎ 090-5674-3118（上原）問☎ 090-9781-5327（本郷）問☎ 090-8357-0043（小林）

助産師や心理士、保育士など
が専門性や子育て経験を生かし、
アットホームな雰囲気で保護者
や子どもの成長に寄り添った活
動を行っています。

活動は週２回、県営都北団地
集会所を開放し、親子が好きな
時間に来て遊んだり、ランチ会
や勉強会などのイベントに参加し
たり、利用者同士交流しながら
も思い思い自由に過ごせるように
していて、スタッフは専門的な相
談やケアにも応じています。

子どもが小さいうちは、家に閉
じこもりがちになり孤独を感じて
しまうこともあります。利用者さ
んの中には「大人と話せるのがう
れしい」「思い切って来てみたら
子育てが楽になった」と喜ぶ人も
いて、スタッフや他の利用者さん
と話をすることで心が軽くなって
いく様子を見るとうれしくなりま
す。話すのが苦手な人や心や身
体がつらい人のために、電話相
談にも応じています。助け合いな
がら、一緒に楽しく子育てしましょ
う。

自身の子育て中に、友人と育
児の情報交換をする貴重な時間
でも、子どもが騒ぐと周囲の目
が気になってしまう状況に窮屈さ
を感じ「仕切られたスペースで気
兼ねなく話ができる居場所を作
りたい」との思いで、本団体を
設立しました。

活動は月２回程度、市内の各
会場で、親子体操やみそづくり
など、利用してみたくなる講座を
企画し開催。市外から転入して
きた人も気軽に参加できるようＳ
ＮＳで情報発信し、オンライン
で申し込みができるウェブサイト
も運営しています。

子育て奮闘中は自信をなくす
ことも多いですが、活動に参加
した人がスタッフや他の利用者さ
んとの何気ない会話で、今の自
分を肯定するきっかけにしてほし
いと思っています。設立して10年、
利用者をはじめ“想い”に共鳴した
人から「自分の地区でも同じよう
な場所を作りたい」と相談され
ることもあり、優しさが社会に循
環しているようでうれしく思います。

子
育
て
サ
ロ
ン
あ
い
あ
い

本
郷 

真ま

基き 

さ
ん

助産師による子育て応援団「五
い つ か

華」
（左から）濵松 美保 さん／
上原 えりこ さん／西迫 佳恵 さん

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
～
こ
ど
も
に
も

マ
マ
に
も
や
さ
し
い
時
間
を
～

小
林 

隆
子 

さ
ん

いろいろな人と
つながり、みんなで子育て

みんなで話をすることで
心が開放される場所を—

ポジティブな気持ちで
育児ができるお手伝いを—
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みやこのじょうの
子育て事情は？

育児休暇により、子どもの成長の過程に立ち会えた
昨年12月に双子の男の子を授かりま

した。初めての子育てで双子を育てるこ
とに対し夫婦ともに大きな不安があった
ことや、育休取得経験がある先輩男性社
員の後押しもあり、思い切って"半年間"
の育児休暇を取得しました。成長の早い

新生児期。育児休暇のおかげで息子たち
が初めてハイハイやおすわりをする瞬間
に立ち会う“かけがえのない経験”ができ
ました。子育ては毎日が慌ただしく睡眠
時間が取れないこともあり苦労も多いで
すが、夫婦で頑張っています。

松下 正儀 さん　霧島酒造株式会社

子育て中の皆さんや子育ての先輩など
にインタビューを行いました。子育てに
関する考え方も多様化する昨今、幅広い
人たちの声を聞いてみませんか。

参加することでつながる人の輪
谷川 梓

あずさ

さん（斗
とう

哉
や

さん・８カ月）

大阪から移住し、子育てに不安でし
たが、近所の保育園が開く相談会で子
育てサークルの活動を知りました。参
加してみると、知り合いが増えるだけで
なく、スタッフや利用者さんと話すこと
で息抜きや情報交換の場にもなってい
るので、いろんな人に紹介しています。

まちの人の優しい声掛けに救われています
小牧 祐介さん・希美さん（桜史郎さん・２歳、桜久さん・１カ月）

自己主張が激しくなる
“イヤイヤ期”の長男との
外出。道ですれ違う人が
声を掛けてくれたり、病
院の待ち時間に息子をあ
やしてくれたりと、周囲
の皆さんの心遣いを感じ
るたびに気持ちが楽にな
ります。

子育てしやすい未来に向けて
南九州大学人間発達学部子ども教育学科４年

（左から）清原 綾乃さん、佐藤 美咲さん、
桐野 恋歌さん

大学で「こどもまんなか都城」をテーマに、
子育てしやすい未来を作るためのアイデアを考
えてきました。デジタル技術を活用することで、
今より気兼ねなく子育て支援を受けることがで
きると思います。卒業後は、生まれ育った都城
で子どもや保護者に寄り添える児童指導員や
保育士になりたいです。

ママ友の共感が
支えです
川辺 佳奈子さん

（一
いっせい

晴さん・６カ月）

埼玉から移住し初め
ての育児で不安もあり

ましたが、ぷれぴかで出会った先輩ママや
同じ月齢の赤ちゃんがいるママと悩みを共有
して、気分転換しています。
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子どもたちの成長と仕事の成功、共に歩む

藤髙 未紗 さん　株式会社フジタカデザイン 

10数年前、離婚を機に働いていた会
社を辞めて宮崎市内のデザイン学校に通
い始めました。当時、子どもは３歳と１
歳でしたが、両親や周囲の協力があって
挑戦できたことが今につながっているの
で恩返ししていきたいです。現在は会社

の代表としてスタッフ８人を率いる立場。
仕事に励みながら子どもとの時間を大切
にしてきた経験から、休みを取りやすい
社風やリモートワークができる体制で、
スタッフが家族や自分の時間を大事にし
ながら働けるようにしています。

大家族で楽しく子育て
川畑 清香さん・文太さん（依

い
都
と

さん・１歳）
ほか家族の皆さん

祖父母の跡を継ぎ、和牛農家をしています。日頃から
両親や祖父母がそばで子育てを支えてくれる安心感は、大
家族ならではです。また、時には和牛ヘルパーに牛の世話
をお願いして家族旅行なども楽しんでいます。

安心して子育てできる職場環境
宮原 玲奈さん

（紅
く

蘭
らん

さん・９歳、蒼
あ

恋
れん

さん・６歳、瑠
る

杏
あん

さん・４歳）

育児や介護など誰しも大変な時期がありますが、互いに
仕事をフォローし合える職場なので安心して子育てができ
ています。誰かが大変な時は私も支える側になって恩返し
したいです。

職場で親しくしていた子たちがママになったことがきっかけ
で、仕事と子育ての両立を何とかサポートしたいと思いました。
今では悩みを聴いたり、外出時には一時的に子どもを預かっ
たり、実の娘や孫と同じようにかわいがっています。

安心して利用できる場所がある
竹下 歩さん（芭

いろは

さん・２歳、旺
あさひ

さん・１歳）

ぷれぴかには赤ちゃんコーナーがあるので、上
の子が乳児のときから安心して利用しています。
先生たちに下の子を見てもらっている間、上の子
とゆっくり接する時間を作れるのでありがたいです。

愛情に限度はありません　内山 奈々江さん（孫さんら）
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子育ての輪を広げる｜
　時代とともに変化する家族の形や子育てのスタイル。正解が無いからこそ誰もが
迷い悩むのが「子育て」なのかもしれません。この時代の子育てに必要な視点とはど
のようなものなのでしょうか。それぞれの立場から子育てに向き合う２人にインタ
ビューを行いました。

家族形態が多様化し、家庭ごとに支
援ニーズが異なる現代では、子どもや
その家庭と周りにいる人たちがつなが
り、必要な時に必要な支援へ手が届く
ことが求められます。一方で、支援す
る側とされる側が二極化し、支援する
側が負担を感じたり、支援される側が
心苦しさを感じたりすることのない社
会をつくっていく視点も必要です。

子育てが大変なときは、行政や地域
の支援を頼るのはもちろんですが、パー
トナーや家族とお互いの状況や子育て
についての価値観を話し合うことも大
切です。仕事などさまざまな事情で子
どもと接する時間が十分に取れないこ

かつては「名付け親」「育ての親」
などと呼ばれる人が地域にいて、みん
なで子どもを育てる雰囲気がありまし
たが、現代ではそれが希薄になってい
るように感じます。

一方で、働きながら子育てをする保
護者にとっては、時代とともにさまざ
まな支援サービスが充実してきました。
ただし保護者目線のみの施策ではな
く、子ども目線で、子どもの幸せを願
う視点の施策になっているかが重要だ
と考えています。子育てでは、何ごとも

「子どもの幸せ」という軸がぶれてはい
けません。ただ、子育ての免許や資格
なんて誰も持っていませんし、マニュア

とに負い目を感じる人もいますが、そ
の必要はありません。大切なのは一緒
にいる時間の長さではなく過ごし方で
す。子どもは親をよく見ていますから、
向き合っていれば思いは伝わります。
同時に、保育園などの先生や地域の人
など親以外の大人とつながることでも
子どもは充足感を得られます。

幼少期の家族や社会の在り方は、大
人になったときの考え方や価値観の形
成に大きく影響を与えます。次の世代
のためにも、子どもたちの目に映る家
族像・社会像がより良いものであるよ
うにまち全体で子育てに取り組んでい
きましょう。

ルもありません。子育ては、子どもの
成長を願い育てながらも、保護者自身
の個の成長でもあります。

また、子育てをしている当事者だけ
でなく、子育てをしていない人も「自分
には無関係」ではなく、子どもや子育
て世帯のことを「知ろう」とすることが
大切です。自ら知ろうとすることで「気
づき」が生まれ、それが広がることで
少しずつ社会は変わっていきます。こ
ども家庭庁が発足し「こどもまんなか
社会」がうたわれる今、子どもや子育
て世帯に対して温かいまなざしが社会
全体に広がるようにみんなで考えてみ
ませんか。

南九州大学人間発達学部
子ども教育学科准教授
藤本 朋美 さん

相愛保育園
園長
高木 かおる さん

支え合って助け合って子育て

「子育て」は個も育てる　一緒に成長しましょう  
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最近は、赤ちゃん健康相談へ
の父親の参加率が高まるなど、
育児に対する意識の変化を実感
しています。一方で、子育てに
さまざまな選択肢があるが故に、
迷いや不安を抱えることもある
かと思います。保健センターで
は産前・産後サポートなど、各
家庭の状況に応じた子育て支援
に取り組んでいます。
問 保健センター　☎36-5661

保
健
セ
ン
タ
ー

井
上 

志
保 

副
課
長

思
い
よ
届
け

全
て
の
人
が
子
育
て
を

応
援
す
る
ま
ち
に
―

子
育
て
に
迷
っ
た
時
。
た
だ

誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た

い
時
。
こ
の
ま
ち
に
は
た
く
さ

ん
の
居
場
所
と
た
く
さ
ん
の
味

方
が
い
ま
す
。

一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん

か
。も

っ
と
周
り
の
人
を
頼
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
の
一
番
近
く
に
い
る

あ
な
た
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
こ

と
。
そ
れ
が
こ
の
ま
ち
の
願
い

で
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
、
子
育
て

中
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
、
目
の
前
に
い
る
誰

か
に
手
を
差
し
伸
べ
て
み
ま
せ

ん
か
。

あ
な
た
の
優
し
さ
が
誰
か
を

笑
顔
に
し
て
い
く
。
そ
ん
な
ま

ち
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、

こ
の
ま
ち
の「
宝
」。
ど
う
か
、

私
た
ち
一
人
一
人
の
優
し
さ
で

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
れ
る

ま
ち
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

市では、Mallmall内にある保健センターで乳幼児健康診査などを実施するとともに、市内各地区にある子育
て支援センターでのサポートやファミリー・サポート・センター、病児・病後児保育の利用助成などを行ってい
ます。それぞれに合ったサービスをぜひ活用ください。

⚫子育て支援センター
親子の交流や子育て相談、催しなどを通し

て子育てを支援する施設。本紙では、毎月の
行事などを「子育て支援センター　今月のオ
ススメ行事」で紹介。今月は17ページに掲載
しています。

⚫ファミリー・サポート・センター
子どもの送迎や預かりなどを行う事業。市

が利用料の一部を助成していて、利用会員数・
活動件数ともに年々増加しています。

⚫病児・病後児保育
体調不良の子どもを保護者が就労などで保育できない際に、一時的に保

育する制度。市では、今年10月から利用料の助成を開始しました。

※�子育て関連サービスについて詳しくは、都城市子育て応援総
合サイト「はぴみやこんじょ」を確認ください

①ぷれぴか、②山之口地域子育て支援センター、③東部地域子育て支援センター　エンゼル、④⑤保健センター

３２

１

５４
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多様性を認め合う企業風土

ご
存
知
で
す
か

障
害
者
雇
用
の
現
状

「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
従
業
員

43
・
５
人
以
上
の
規
模
の
事
業
主
は
、

雇
用
す
る
労
働
者
全
体
の
数
に「
障

害
者
雇
用
率
」（
民
間
企
業
は
２
・
３

㌫
）
を
掛
け
た
数
以
上
の
障
が
い
者

を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
厚

生
労
働
省
の「
障
害
者
雇
用
状
況
」

に
よ
る
と
、
民
間
企
業
で
雇
用
さ
れ

る
障
が
い
者
の
数
は
令
和
４
年
度
で

19
年
連
続
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い

る
一
方
で
、
法
定
雇
用
率
未
達
成
の

企
業
の
半
数
以
上
が
、
雇
用
数
ゼ
ロ

の
実
態
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
１
月
に
は

障
害
者
法
定
雇
用
率
が
令
和
６
年
か

ら
２
・
５
㌫
、
令
和
８
年
か
ら
２
・

７
㌫
と
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
て
、
障
害
者
雇

用
は
今
後
ま
す
ま
す
社
会
全
体
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
都
城
管
内
の
実
雇
用
率

は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
令
和
４
年

度
は
２
・
75
㌫
で
、
県
や
国
の
実
雇

用
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
背

景
に
は
、
今
回
紹
介
す
る
障
害
者
雇

用
に
積
極
的
な
企
業
が
あ
る
こ
と
に

加
え
、
障
が
い
者
か
ら
相
談
を
受
け
、

当社は、障がいがある人から「徒歩
や自転車で通勤できる自宅近隣で働き
たい」という声を聞き、地域に貢献し
たい思いで障害者雇用を進めてきました。
現在では障がいのある９人の社員が勤
務しています。
障がいの有無で業務を区別すること

はなく、面接や実習を踏まえて適正を
判断しています。障がいのある社員の
所属長は本人の特性や就労上留意すべ
きことを把握していますが、同僚へ周
知するかは本人の意思を尊重していま
す。一方で、仕事の定着支援が必要な
場合もあります。仕事や私生活の悩み
を早期に解決できるよう、本人や当社
の人事担当者のほかにグループホーム
や支援センターの担当者にも同席して
もらい、月に一度面談を行っています。

持永木材株式会社
総務部課長

瀬之口 秀幸 さん

また、障がい者の就労をサポートする
人を対象に工場見学も実施していて、
業務内容の理解を深めてもらう機会を
作っています。
どんな人にも得意不得意があるよう
に、障がいがあることも個性の一つで
す。悩みを解決したり目標を達成した
りしながら仕事を続けることは、本人
の自信を養うことにつながります。長
く働き続けられる支援体制を大切にし
ています。
当社では、全社員で「人として」ある
べき姿を共に考え、あいさつや返事な
ど社会人の基本となる行動を徹底して
います。これらの継続的な取り組みが、
多様性を尊重し、分け隔てなく人と接
する企業風土の醸成に結びついている
のだと思います。

会社概要
■事業内容　
木材卸売、建材・住宅設
備機器販売　など
■従業員数　
120人
（令和５年10月現在）

「共に働く」を当たり前に
～障がいのある人もない人も自分らしく働ける社会へ～

　生活のために仕事に就くこと。やりがいやつながりを求めて働くこと。
そんな当然の自由が誰にとっても当たり前な社会になるために取り組む
人たちがいます。そこにあるのは、認め合うこととほんの少しの思いやり。

「障がい」という言葉で壁をつくらないで―――誰にだって得意不得意が
あるように、障がいがあることもそれと同じではないでしょうか。
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当センターには、さまざまな障がい
のある人が「収入を得たい」「社会とつ
ながりたい」思いで相談に来られます。
このような思いにしっかりと応えるため
に、私たちは面談での※アセスメントを
大事にしていて、就労後も安心して長く
働くために何ができるかを本人と話し
合い、切れ目のない支援を行うよう心
掛けています。
また、障害者雇用率の引き上げに伴い、

企業も障がいがある人を雇用する際や
継続雇用するための配慮について考え
る機会が増えていて、当センターの相
談件数は増加しています。
都城圏域は、就労支援関係機関が
緊密に連携できている地域です。障が
いがあることで就職の不安を抱えてい
る人は、まずはご相談ください。

問☎22-9991

「働きたい」気持ちをつなぐ

仕事を通じて共に成長したい

※�相談者の生活や困りごとを把握・情報収集し
分析すること

現在、当社では身体障がいや精神障
がいなどさまざまな障がいがある社員
６人が製造部門で働いています。
これまで、ハローワークが主催する「障
がい者ふれあい面接会」で就職相談を
受けたり、職場見学を受け入れたりし
ながら障害者雇用を進めてきました。
その積み重ねにより、障害者就業・生
活支援センターやハローワークなど関
係機関の担当者に当社の業務内容を把
握してもらうことができ、相談者の適
性を見てつないでもらえる横の連携が
生まれてきたと感じています。
障がい者であっても苦手な部分を取
り除いてしまえば健常者と一緒で、本
人の特性と業務内容が合致すれば会社
にとって大きな戦力となります。とはい
え特性のある社員たちなので、行き詰

みやこのじょう障害者就業・
生活支援センター
センター長

橋口 敬司 さん

株式会社ダンロップゴルフクラブ
業務部人事総務グループ主任

福重　亮 さん

まった時には一緒に解決策を考えたり、
励ましたりしています。大変なことのよ
うに聞こえるかもしれませんが、その
都度必要な対応をしているだけで特別
扱いをしているとは思っていません。周
囲のアドバイスや協力をもらいながら、
１人の社会人として成長していくという
点では、みんな一緒です。

企
業
を
紹
介
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

サ
ポ
ー
ト
す
る
み
や
こ
の
じ
ょ
う
障

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
障
が
い
者
と
共
に
働

く
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
秘
書
広
報
課

☎
23‒

３
１
７
４

◉
障
害
者
実
雇
用
率
の
推
移

発達障がいが
ある平原さんは、
「悩んだ時は会社

や同僚に相談しています。健康で長
く働き続けたい」と笑顔を見せます。

会社概要
■事業内容　
ゴルフクラブ製造
■従業員数　
246人
（令和５年10月現在）

生産部製造課
平原　翔 さん

令和２年度 令和３年度

2.2％
2.25％

2.15％

2.2％

2.52％
2.47％

2.57％

2.75％

2.62％
2.56％

2.3％ 2.3％

令和４年度

都城管内

国

宮崎県

法定雇用率
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本市への移住者は年々増加傾向で、昨年度は過去最高の435人が移住。また、今
年度は４月から10月までの移住者数は1041人となっていて、昨年度を超える多く
の移住者を迎えています。今回は、移住までの６つのステップを紹介します。
� ◎問い合わせ　移住・定住サポートセンター　☎23‒2542

帰っておいでよ、都城へ!

本
市
出
身
の
若
者
の

地
元
企
業
就
職
を
応
援
！

奨
学
金
返
還
支
援

補
助
金

市
で
は
、
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
大

学
な
ど
に
進
学
し
た
本
市
出
身
者
が
、
本

市
の
対
象
企
業
に
就
職
し
た
場
合
、
返
還

し
た
奨
学
金
の
半
額
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

私たちが
サポートします！

忘れずに！

大学４年間で毎月５万円の貸与を受けた人が
毎年24万円ずつを10年間で返還する場合の例

移住の目的・将来像を明確に

特設サイトで情報を収集

必ず「移住相談登録」を

Step.1

Step.2

Step.3

まずは移住の目的や条件を整理し、
理想の暮らしには何が大切なのかを具
体的にイメージして、新生活を共にす
る家族やパートナーとじっくり相談し
ましょう。
相談する中で、移住への新たなイメー

ジが湧いてくるかもしれません。

生活環境や仕事事情などをイン
ターネットで情報収集！市の移住・
定住特設サイトでは、各種支援制度
や移住者の声、求人企
業など、さまざまな情
報を紹介しています。
ぜひご覧ください。

市の移住支援制度を活用する
には、転入前に「移住相談登録」
が必要です。まずは、
専用フォームから登
録ください。

半額！
奨学金

（返還する額）

240万円
（5万円／月×４年間）

自己負担額
120万円

市の支援額
120万円

（年24万円の半額×10年間）

移住・定住サポートセンターの職員たち移住・定住サポートセンターの職員たち
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移住・定住サポートセンターには雇用
相談の専門職員がいて、移住希望者で仕事
を探している人を対象に無料職業紹介を実
施。市内の企業情報の案内や移住希望者と
企業とのマッチングをサポー
トしています。サポートを受
けたい人は、専用フォームか
ら登録ください。

◉
対
象　
本
市
に
住
民
登
録
を
有
し
、
市

の
定
め
る
要
件
を
全
て
満
た
し
た
令
和
３

年
４
月
以
降
に
対
象
企
業
に
就
職
し
た
人

◉
支
援
額　
返
還
額
の
２
分
の
１

※�

上
限
は
年
間
12
万
円
。
貸
与
を
受
け
た

年
数
に
応
じ
て
総
額
の
上
限
あ
り

◉
そ
の
他　

要
件
な
ど
詳

し
く
は
、
特
設
サ
イ
ト
を

確
認
く
だ
さ
い

移住前に
体験！

気軽に
相談ください！

ま
ず
は
体
験
！

地
元
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ

て
い
る
市
内
の
企
業
を
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
自
分

が
興
味
の
あ
る
企
業

を
探
し
て
参
加
し
て

み
よ
う
！

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
の

交
通
費
・
宿
泊
費
を
助
成
！

市
内
企
業
が
実
施
す
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
参
加
に
要
し
た
費
用
に

つ
い
て
、
最
大
２
万

５
千
円
助
成
し
ま
す
。

仕事を探している人と
求人企業をつなぎます

「お試し」で都城へ行こう引越し! 給付金申請も忘れずに

Step.4

Step.5Step.6
市では、移住を目的に、住まいや

仕事探し（面接なども含む）で本市を
訪れる人、本市での生活を体験した
い移住希望者に対し、
宿泊費とレンタカー利
用料の一部を補助して
います。

幼少期から自ら事業を行うことに対する憧れと
ともに、家族で過ごしたなじみの店の味を残したい
思いで東京からUターンしました。地元に戻ること
に迷いもありましたが、商工団体や市移住担当の皆
さんの親身な助言やサポートが決心する決め手の一
つになりました。地域の皆さんに愛される“交流の場”
となるようなお店に育てていきたいです。

Interview

住まいや仕事が決まったら、ついに引越し。
移住応援給付金は、転入してから３カ月

以上１年以内が申請期間となります（転入
後に就職した場合は、３カ月
在籍してから申請）。要件など
詳しくは、特設サイトを確認く
ださい。

参
加
費
用
で
悩
ん
で
い
る
人
に
…

バーグかつ専門店
「ふくの家」店主

本
ほ ん

部
べ

 麻
ま

梨
り

愛
あ

 さん

移住・雇用促進プロモーター
長沢 章浩 さん

※�23ページに紹介記事あり
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ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

ア
ナ
ロ
グ
・
レ
コ
ー
ド
倶
楽
部

Christm
as

編（
無
料
）

デ
ジ
タ
ル
で
は
味
わ
え
な
い
、
手
間
を

か
け
て
音
楽
を
楽
し
む
ひ
と
と
き
。
夜
の

ホ
ー
ル
で
ゆ
っ
た
り
と
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー

ド
に
浸
り
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
12
月
22
日
㈮　

　
　
　
　
18
時
30
分
～
20
時

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

総
合
文
化
ホ
ー
ル　
☎
23‒

７
１
４
０

「
お
城
で
新
春
」イ
ベ
ン
ト（
無
料
）

館
内
ホ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
っ
た
ク
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト
や
芝
生
広
場
で

日
本
の
遊
び
体
験
を
行
い
ま
す
。

◉
日
程　
１
月
７
日
㈰

◉
場
所　
都
城
歴
史
資
料
館

◉
対
象
・
定
員　
小
学
１
～
３
年
生　
24

人
、
小
学
４・５
年
生　
24
人

12
月
22
日
㈮
ま
で
に
文
化
財
課　
　

　
　
☎
23‒

９
５
４
７

都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構
想
協
議
会
事
業

道
の
駅
・
物
産
館
周
遊
デ
ジ
タ
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
無
料
）

対
象
店
舗
を
回
っ
て
、
道
の
駅
・
物
産

冬
の
大
幡
山
登
山

◉
日
時　
12
月
17
日
㈰　
９
時
～
15
時

◉
集
合
場
所　
ひ
な
も
り
キ
ャ
ン
プ
場
登

山
者
駐
車
場（
小
林
市
細
野
）

※
８
時
30
分
集
合

◉
対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

◉
定
員　
30
人　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円（
保
険
・
ガ
イ
ド
料
含
む
）

※
中
学
生
以
下
３
０
０
円

◉
持
参
物　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
、
雨

具
や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

12
月
15
日
㈮
ま
で
に
そ
お
・
み
や
こ

ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ（
宮
川
）

☎
０
９
０‒

３
７
９
７‒

３
８
４
５

モ
ン
ゴ
ル
ま
つ
り（
無
料
）

民
族
衣
装「
デ
ー
ル
」
の
試
着
や
モ
ン

ゴ
ル
料
理
な
ど
、
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
12
月
17
日
㈰　
12
時
～
16
時

◉
場
所　

M

ま

る

ま

る

allm
all

ま
ち
な
か
広
場

都
城
国
際
交
流
協
会

　
☎
23‒

２
２
９
５

館
商
品
を
手
に
入
れ
ま
せ
ん
か
。

◉
期
間　
１
月
31
日
㈬
ま
で

◉
対
象　
道
の
駅
都
城
Ｎニ

ク

ル

ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
、
道

の
駅
山
之
口
、
星
の
駅
た
か
ざ
き
、
三
股

町
物
産
館
よ
か
も
ん
や
、
道
の
駅
す
え
よ

し
、
道
の
駅
お
お
す
み
弥
五
郎
伝
説
の
里
、

道
の
駅
た
か
ら
べ
、
道
の
駅
松
山
や
っ
ち

く
ふ
る
さ
と
村
、
志
布
志
市
特
産
品
販
売

所
港
湾
通
り

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い総
合
政
策
課　
☎
23‒

７
１
６
１

健
康
ラ
イ
フ
教
室（
無
料
）

管
理
栄
養
士
と
野
菜
の
摂
取
量
や
上
手

な
取
り
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
12
月
17
日
㈰

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

◉
場
所　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

◉
定
員　
40
人　
※
申
し
込
み
順

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
、

電
話
、
ま
た
は
健
康
課

窓
口　
☎
23‒

２
７
６
５

宮
崎
大
学
医
学
部
市
民
公
開
講
座

脳
卒
中
の
は
な
し（
無
料
）

◉
日
時　
12
月
17
日
㈰　
14
時
～
16
時

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
内
容
・
講
師

①
脳
梗
塞
に
つ
い
て

都
城
市
郡
医
師
会
病
院　

杉
本
哲
朗
脳
神

経
外
科
部
長

②
脳
出
血
・
く
も
膜
下
出
血
に
つ
い
て

宮
崎
大
学
医
学
部
臨
床
神
経
科
学
講
座
脳

神
経
外
科
学
分
野　
松
元
文
孝
助
教

③
脳
卒
中
の
予
防
に
つ
い
て

潤
和
会
記
念
病
院　

上
原
久
生
副
院
長
・

脳
神
経
セ
ン
タ
ー
長

④�

脳
卒
中
循
環
器
病
対
策
基
本
法
に
つ
い
て

宮
崎
大
学
医
学
部
臨
床
神
経
科
学
講
座
脳

神
経
外
科
学
分
野　
大
田
元
講
師

※
申
し
込
み
不
要

宮
崎
大
学
医
学
部
臨
床
神
経
科
学
講
座

脳
神
経
外
科
学
分
野　

☎
０
９
８
５‒

85‒

３
１
２
８

お
し
ゃ
べ
り
が
ん
サ
ロ
ン

ル
ピ
ナ
ス（
無
料
）

管
理
栄
養
士
が
、
が
ん
治
療
中
の
食
事

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

◉�

日
時　
12
月
21
日
㈭　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

◉
場
所　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
が
ん
患
者
お
よ
び
家
族
な
ど

※
要
申
し
込
み

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
内
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０‒

４
１
１‒

３
２
９

ラジオ番組の
案内

◆MRTラジオ(AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz)
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　15:30 〜 15:45

催
　
し

講
座
・
教
室

マイナポータル
ぴったりサービス
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INFORMATION
�申は申し込み、�問は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※�その他の行事は、子育て支援センター

のホームページでも確認できます
都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
マタニティの会　あかちゃんのおもちゃ作り
⃝日時　１/10㈬　14時 ～ 15時30分
⃝定員　５人　※申し込み順
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
０歳の赤ちゃんroom　
⃝日時　12/21㈭　10時 ～ 12時
山田地域子育て支援センター　　☎64-3171
フェルトでお弁当作り
⃝日時　1/4㈭ ～ 31㈬　10時 ～ 15時
※土・日曜日、祝日を除く。要申し込み。材料費あり
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
クリスマスあそび
⃝日時　12/18㈪　10時30分 ～ 11時30分
⃝定員　10組　※申し込み順
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
正月用生け花を作ろう
⃝日時　12/26㈫　10時30分 ～ 11時30分
⃝定員　10組　※申し込み順

ラジオ番組の
案内

◆シティエフエム都城(FM放送76.4MHz)
「インフォメーションM」 　毎週月〜金曜日
9:50 〜 9:55、15:55 〜 16:00(再)

「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
都み

や

城
こ
ん
じ
ょ

」
の
実
現

の
た
め
に
、
環
境
を
守
る
身
近
な
取
り
組

み
を
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
23
－
２
１
３
０
　

環
境
ま
つ
り
概
要

◉
日
時　
12
月
23
日
㈯　
10
時
～
16
時

※
小
雨
決
行

◉
場
所　

M
allm

all

ま
ち
な
か
広
場
、
ま

ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
、
未
来
創
造
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

◉
内
容　
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ
親
子
製
作
教

室
、
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
ケ
ー

ト
抽
選
会　
な
ど

Interview

環
境
ま
つ
り

今年３月に都城市がゼロカー
ボンシティ宣言を行ったことを
受け、今年度は「カーボンニュー
トラル」をテーマに開催します。
都城市の豊かな環境を守るため、
市民の皆さんが環境について楽
しみながら学ぶことのできるイ
ベントを企画しています。ぜひ
ご家族やご友人と来場ください。

浴槽のふたを
目の前に置き半身浴

•�もしもの時ふた
に寄りかかるこ
とができます。
•�半身浴は心臓
への負担を軽く
します。

7 浴槽から上がる時は
ゆっくりと

�急に立ち上がると
血圧が低下し、立
ちくらみしやすく
なります。

8

入浴前後は
十分な水分補給を

入浴すると発汗
や利尿作用が活
発になります。

4

入浴前はかけ湯を

足や腰などから
お湯をかけ体を
徐々に慣らしま
しょう。

6

こんな時は
入浴を避けて

•体調が悪い時
•お酒を飲んだ時
•食事の直後
•�血圧降下剤、安定
剤、睡眠薬服用後
•早朝

1 お湯の温度は
41度以下に

熱いお湯は血圧
を上昇させます。

2

環境まつり実行委員長

有
ゆ う

働
ど う

 隆裕 さん

冬のお風呂は危険がいっぱい

対策のポイント
ートショックヒ

◎問い合わせ
　健康課　☎23‒2765

脱衣所と浴室の
温度差に注意

脱衣所には暖房
機を置き、浴室は
浴槽のふたを開
け、床をシャワー
で暖めましょう。

3 一言かけてから浴室へ
家族は頻繁に声かけを

異常があった時
に、早めに気づく
ことができます。

5
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日
本
語
講
座（
初
級
・
全
10
回
）

◉
日
時　
１
月
14
日
㈰
・
21
日
㈰
・
28
日

㈰
、
２
月
４
日
㈰
・
18
日
㈰
・
25
日
㈰
、

３
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰
・
24
日
㈰
・
31
日

㈰　
13
時
～
14
時
30
分

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
対
象　
日
本
語
を
勉
強
し
た
こ
と
の
な

い
外
国
人
住
民

◉
定
員　
５
人
程
度　
※
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選

◉
費
用　
千
円（
教
科
書
代
）

12
月
25
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
国
際
化
推
進
室

☎
23‒

２
２
９
５

intl@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室（
無
料
）

心
肺
機
能
の
向
上
や
足
腰
の
筋
力
強
化

な
ど
が
期
待
で
き
る
運
動
教
室
で
す
。

◉
対
象
・
日
時
・
定
員

経
験
者

１
／
18
㈭
、
２
／
15
㈭
、
３
／
14
㈭　

午

前
の
部
：
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

午
後

の
部
：
13
時
45
分
～
15
時
30
分　
各
20
人

初
心
者

２
／
15
㈭　
９
時
～
９
時
30
分　
10
人　

◉
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
持
参
物　
タ
オ
ル
や
飲
み
物
、
運
動
の

で
き
る
服
装
、
運
動
靴

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

開
催
日
の
前
日
ま
で
に
健
康
課　

　
　
☎
23‒

２
７
６
５

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

◉
科
目
・
日
時
・
受
講
料
・
開
講
日

洋
裁
科

①
毎
週
木
曜
日（
全
20
回
）　
９
時
30
分
～

15
時
30
分
、
②
隔
週
土
曜
日（
全
12
回
）

９
時
～
12
時
30
分

①
４
万
円
、
②
２
万
円　

①
１
／
11
㈭
、
②
１
／
13
㈯　

※
定
員　
①
３
人
、
②
５
人

手
編
み
科（
全
20
回
）

毎
週
火
曜
日　
10
時
～
15
時

２
万
５
千
円　
１
／
16
㈫

着
付
け
科（
３
カ
月
）

毎
週
木
曜
日　

①
10
時
～
12
時
、
②
13
時

～
15
時
、
③
19
時
～
21
時

１
万
１
千
円　
１
／
11
㈭

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
６
カ
月
）

①
隔
週
金
曜
日
、
②
隔
週
土
曜
日　
９
時

～
12
時　
２
万
１
千
円

①
１
／
12
㈮
、
②
１
／
13
㈯

パ
ソ
コ
ン
入
門（
基
本
操
作・入
力
）（
全
６
回
）

①
毎
週
月
・
木
曜
日
、
②
毎
週
土
曜
日　

①
19
時
～
21
時
、
②
10
時
～
12
時　

①
②

１
万
３
千
円　

①
１
／
11
㈭
、
②
１
／
13

㈯※
①
②
５
人
以
上
で
開
講

エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座（
全
６
回
）

毎
週
月
・
木
曜
日　
19
時
～
21
時

１
万
３
千
円　
２
／
５
㈪

※
５
人
以
上
で
開
講

各
開
講
日
の
10
日
前
ま
で
に
都
城
地

域
高
等
職
業
訓
練
校　
☎
23‒

２
３
１
６

テレビ番組の
案内

◆BTVケーブルテレビ(デジタル111ch)
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 〜　②11:50 〜　③16:50 〜　④20:50 〜　⑤22:50 〜

都城市公式LINEでは、イベント情報などを入手できます

年
末
年
始
の
ご
み
な
ど
の
収
集

講
座
・
教
室

環境業務課　☎24-5560　　※24時間ごみ収集情報　☎22-5374

【受入時間】　８時30分～16時30分（12時～13時を除く）　　○開設　×閉設

収集地域 12/28
㈭

12/29
㈮ 12/30 ㈯～１/３㈬ １/４

㈭
１/５
㈮

本
庁
管
内

月・木曜日 可燃

収
集
な
し

可燃
火・金曜日 可燃 可燃

資源ごみ 横市
沖水

志和池
中郷

小松原
妻ケ丘 姫城

総
合
支
所
管
内

山之口 可燃 可燃

高　城 可燃
資源２

（第９～20
自治公民館）

可燃
資源２

（第９～20
自治公民館）

山　田 可燃 可燃
高　崎 可燃 可燃

施　設 12/28
㈭

12/29
㈮

12/30
㈯

12/31 ㈰～
1/ ３㈬

1/ ４
㈭

1/ ５
㈮

クリーンセンター ○ 〇 〇 × ○ ○
リサイクルプラザ ○ 〇 〇 × ○ ○

一般廃棄物最終処分場 × × 〇 × × ×

可燃（燃やせるごみ）・資源ごみ収集日　※不燃（燃やせないごみ）の収集はありません

施設への直接搬入できる日

18広報 都城 令和５年12月号



INFORMATION
�申は申し込み、�問は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

テレビ番組の
案内

◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 〜 19：00

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座（
無
料
・
全
６
回
）

◉
日
時　
１
月
22
日
㈪
・
29
日
㈪
、
２
月

15
日
㈭
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪
、
３
月
５
日

㈫（
予
定
）　
10
時
～
16
時

◉
場
所　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◉
定
員　
30
人　
※
要
申
し
込
み

１
月
17
日
㈬
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26‒

３
８
１
０

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
伴
い

車
両
規
制（
進
入
禁
止
）を
行
い
ま
す

◉
日
時　
１
月
14
日
㈰

　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◉
規
制
区
間　
都
城
運
動
公
園（
佐
々
木

ス
ポ
ー
ツ
前
）～
広
原
五
差
路

ス
ポ
ー
ツ
政
策
課　
☎
23-

９
５
４
６

大
阪
・
関
西
万
博
の
前
売
チ
ケ
ッ
ト

の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た

１
５
０
カ
国
を
超
え
る
国
や
地
域
な
ど

が
参
加
す
る
本
イ
ベ
ン
ト
。
多
種
多
様
な

パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
を
通
じ
、
一
足
先
に
未

来
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
開
催
期
間　
令
和
７
年
４
月
13
日
㈰
～

10
月
13
日
㈪

◉
開
催
場
所　
大
阪
・
夢ゆ

め
し
ま洲

チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
、
２
０

２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
く
だ
さ
い

NPOのイベント情報
※�詳しくは、市ホームページを確認くだ

さい

シエロコモ！！シニア対象運動トレーニング＆
レクリエーション　※要予約
⃝日時　12/7㈭・21㈭　10時 ~ 11時
⃝場所　ウエルネス交流プラザ

都城スポーツクラブシエロ（今城）
　　☎090-3410-2845
地域食堂　イロトリドリ　※要予約
（テイクアウト可）
⃝日時　12/16㈯　11時 〜13時
⃝場所　NPO法人あした事務所隣

        （下長飯町669-5）
あした（池﨑）　☎70-0190

地域食堂「おひさま広場」　※要予約
⃝日時　12/17㈰　11時 〜13時
⃝場所　都原児童センター（都原町37-2）

子育てネットおひさまとはらっぱ（岡本）
　　☎080-6411-8441

※�地域食堂：食
を通した子ど
もや高齢者の
居場所

お
知
ら
せ

12月22日㈮受付分まで年内に収集 【収集時間】８時30分～17時15分

施設 一般家庭 処分料金（税込み） 問い合わせ

クリーンセンター 燃やせるごみ、
燃やせる粗大ごみ

１回につき50㎏までごとに250円　
犬・猫死体１体につき500円 ☎45-6677

リサイクルプラザ 燃やせないごみ、資源ごみ、
燃やせない粗大ごみ　 １回につき300㎏以下無料　

※20㎏超過ごとに110円

☎36-3900

一般廃棄物
最終処分場

埋め立てごみ
(がれき・焼却灰など） ☎36-3653

12/30 ㈯～ 1/ ３㈬ ㈱エコロ
☎090-6295-7752

国道 10号 国土交通省　
☎0985-69-3697

国道 10号以外の国道 都城土木事務所　
☎23-4516県　　道

12/29 ㈮～ 31㈰ 緊急に備え、当番が待機

１/１㈪・２㈫ 休業

１/３㈬ 緊急に備え、当番が待機

１/４㈭ 通常どおり収集

㈱都城北諸地区清掃公社　☎38-0234

施設への直接搬入の処分料金

し尿収集 市道の動物の死骸収集

市道以外の動物の死骸収集

Miyakonojo City Public Relations   2023.1219



■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（６:30 〜 23:00）

副
市
長
人
事

10
月
31
日
付
け
で
の
児
玉
宏
紀
副
市
長

（
総
括
担
当
）の
辞
職
に
伴
い
、
11
月
１
日

付
け
で
吉
永
利
広
副
市
長（
事
業
担
当
）

が
、
副
市
長（
総
括
担
当
）兼
副
市
長（
事

業
担
当
）に
就
任
し
ま
し
た
。

職
員
課　
☎
23‒

２
１
１
９

対
策
く
だ
さ
い
！
水
道
管
の
凍
結

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
の
と
き
や
、

最
低
気
温
が
氷
点
下
の
日
が
続
い
た
と
き

な
ど
は
注
意
く
だ
さ
い
。

◉
対
策
法

・�

露
出
し
て
い
る
水

道
管
に
保
温
材
を

巻
き
、
濡
れ
な
い

よ
う
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
を
巻
く

・
冬
場
の
み
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
保
温

　
材
を
入
れ
る

・�

飲
料
水
や
生
活
用
水
を
最
低
３
日
分
は

確
保
す
る

・
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
メ
ー
タ
ー

　
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
る
止
水
栓
を
時
計

　
回
り
に
閉
め
、
指
定
給
水
工
事
店
へ
修

　
理
を
依
頼
す
る

※�

指
定
給
水
工
事
店
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

上
下
水
道
局
総
務
課

　
☎
23‒

４
８
１
０

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
促
進
補
助
事
業

小
学
校
の
通
学
路
な
ど
で
、
倒
壊
の
危

険
性
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
費

用
・
建
て
替
え
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

◉
対
象　

・�

小
学
校
か
ら
お
お
む
ね
半
径
５
０
０
㍍

の
範
囲
に
あ
る
道
路
に
面
し
て
い
る
、
ま

た
は
小
学
校
の
通
学
路
に
面
し
て
い
る

・�

道
路
面
か
ら
高
さ
が
１
・
４
㍍
を
超
え

て
い
て
、
ひ
び
割
れ
や
傾
き
、
ぐ
ら
つ

き
が
あ
る

・�

除
却
す
る
場
合
、
道
路
か
ら
の
高
さ
を

80
㌢
以
下
に
す
る
。
建
て
替
え
の
場
合
、

建
築
基
準
法
に
適
合
す
る
構
造
と
す
る

・�
令
和
６
年
２
月
末
ま
で
に
工
事
が
完
了

◉
補
助
額　
除
却
工
事
費
お
よ
び
建
て
替

え
工
事
費
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
額

（
上
限
23
万
７
千
円
）

※
申
し
込
み
順
。
予
算
額
内
で
終
了

建
築
対
策
課　
☎
23‒
２
５
８
５

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
発
行

確
定
申
告
や
住
民
税
申
告
時
の
社
会
保

険
料
控
除
の
た
め
に
使
用
す
る
、
国
民
健

康
保
険
税
納
付
証
明
書
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
納
付
証
明
書
、
介
護
保
険
料
納

付
証
明
書
を
、
１
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

窓
口
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
場
合

は
、
来
ら
れ
る
人
の
写
真
付
き
本
人
確
認

書
類
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
別
世
帯
の
人

が
窓
口
で
交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
委
任

状
も
必
要
で
す
。

※�

委
任
状
は
、
①
証
明
書
が
必
要
な
人
の

住
所
・
氏
名
、
②
代
理
申
請
お
よ
び
受

領
す
る
人
の
住
所
・
氏
名
、
③
希
望
す

る
納
付
証
明
書
の
年
が
記
載
さ
れ
て
い

れ
ば
、
様
式
は
問
い
ま
せ
ん

保
険
年
金
課　
☎
23‒

７
１
４
４

　
介
護
保
険
課　
☎
23‒

２
５
９
６

都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
ス
マ
イ
ル
商

品
券（
第
４
弾
）の
販
売
・
有
効
期
限

は
１
月
31
日
㈬
ま
で
で
す

商
品
券
の
買
い
忘
れ
や
使
い
忘
れ
に
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
購
入
引
換
券
記
載

の
購
入
可
能
セ
ッ
ト
数
を
分
割
し
て
購
入

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◉
販
売
窓
口　
市
内
27
郵
便
局　
※
１
月

以
降
は
、
都
城
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅

前
内
、
鷹
尾
、
中
郷
、
西
岳
、
山
之
口
、

高
城
町
、
山
田
、
高
崎
郵
便
局

◉
年
末
年
始
の
販
売
日
時　
都
城
郵
便
局

の
み
12
月
30
日
㈯
９
時
～
15
時
、
１
月
２

日
㈫
・
３
日
㈬
９
時
～
12
時
30
分
。
そ
の

他
の
郵
便
局
は
、
12
月
30
日
㈯
～
１
月
３

日
㈬
は
休
み

※�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
内
郵
便
局
は
、

12
月
30
日
㈯
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
が
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
で
の
商
品
券
販
売

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

ス
マ
イ
ル
商
品
券
事
務
局

　
☎
23‒

８
０
７
８

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

市
で
は
、
次
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直

し
や
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
広
く

意
見
を
求
め
ま
す
。　

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

①�

都
城
市
土
地
利
用
誘
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

②�

第
５
期
都
城
市
障
が
い
者
計
画
・
第
７

期
都
城
市
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
３
期

障
が
い
児
福
祉
計
画

③
都
城
市
自
殺
対
策
行
動
計
画（
第
３
期
）

④�

第
９
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画

◉
提
出
書
類　
公
表
の
場
所
で
配
布
す
る

「
意
見
・
情
報
提
出
書
」を
提
出
く
だ
さ
い

◉
提
出
方
法　
住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

名
を
記
入
し
、
封
書
で
①
都
市
計
画
課
、

②
③
障
が
い
福
祉
課
、
④
福
祉
課
・
介
護

保
険
課（
〒
885‒

８
５
５
５
）
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
。
フ
ァ
ク
ス
や
メ
ー
ル
、
公
表

の
場
所
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
住
所
や
氏

名
な
ど
の
記
載
が
な
い
意
見
に
対
し
て
は
、

市
の
考
え
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す◉
意
見
の
提
出
期
限　
①
12
月
28
日
㈭
、

②
③
④
１
月
５
日
㈮

◉
公
表
の
場
所

①�

都
市
計
画
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
総
合
支
所
地
域
生
活
課
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー

②�

障
が
い
福
祉
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
総
合
支
所
地
域
生
活
課
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
、
障
が
い
者（
児
）
基
幹

お
知
ら
せ

市公式YouTubeはこちら

20広報 都城 令和５年12月号



INFORMATION
�申は申し込み、�問は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

■自治公民館に加入しましょう

休日急病診療機関
◦診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください
月日 医療機関名 電話番号

12/17
㈰

仮屋医院（内・小） 36-0521
ゆうクリニック（内） 46-6100
佐々木医院（内） 62-1103
三州病院（内） 22-0230
飯田整形外科クリニック 46-5115
西元眼科医院 25-8888
いわよし歯科クリニック 36-4332

12/24
㈰

柳田病院（小・内） 22-4862
藤元総合病院（内） 22-1717
大橋クリニック（内・消・ﾘﾊ） 37-0539
はまだクリニック（外・胃・肛） 45-2266
江夏整形外科クリニック（整・ﾘｳ・ﾘﾊ） 51-1122
野田医院(産・婦) 24-8553
安楽歯科医院 24-1527

12/29
㈮

政所医院（小・内） 58-2171
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
メディカルシティ東部病院（内・外） 22-2240
野口脳神経外科（脳） 47-1800
速見泌尿器科医院 24-8344
西浦医院（耳鼻） 22-0715
うえくぼ歯科医院 52-6601

月日 医療機関名 電話番号

12/30
㈯

志々目医院（内・小） 57-2004
田口循環器科内科クリニック（内） 24-0600
隅病院（内・胃） 62-1100
たかお浜田医院（外・内） 22-8818
池之上整形外科（整・ﾘｳ・ﾘﾊ） 23-2311
北原医院（産・婦） 22-4133
片平歯科医院 25-9300

12/31
㈰

児玉小児科 25-5570
村上循環器内科クリニック 25-2700
園田光正内科医院 38-5115
仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛） 25-7712
よしかわクリニック（麻・整・内） 23-9384
都城こみぞ眼科 57-7722
財部歯科医院 38-0467

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯科医師会は
☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局
12/17㈰ そうごう志和池、ひゅうが、日研、中原町

12/24㈰ 東町、ふれあい庄内、みまたさくら

12/29㈮ 高城、姫城、サクラ、つかさ、妻ケ丘

12/30㈯ ハートフル、そうごうたかお、チェロ

12/31㈰ はなぐり、アート、しびた、前田町椎の木

みやざき医療ナビ

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

③�
障
が
い
福
祉
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
総
合
支
所
地
域
生
活
課
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
、
市
保
健
セ
ン
タ
―
、
高

崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

④�

福
祉
課
、介
護
保
険
課
、情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課
、
各

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

①
都
市
計
画
課

☎
23‒

２
７
６
２　
FAX23‒
２
６
５
４

toshikei@
city.m

iyakonojo.m
iyaz

aki.jp

②
③
障
が
い
福
祉
課

☎
23‒

２
９
８
０　
FAX24‒

１
１
８
８

syogaifukushi@
city.m

iyakonojo.
m

iyazaki.jp

④
福
祉
課
、
介
護
保
険
課

・
福
祉
課

☎
23‒

０
９
６
３　
FAX24‒

１
１
８
８

fukushi@
city.m

iyakonojo.m
iyaza

ki.jp・
介
護
保
険
課

☎
23‒

２
１
１
４　
FAX23‒

２
１
４
３

kaigo@
city.m

iyakonojo.m
iyaza

ki.jp

子
育
て
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
子

育
て
中
の
親
子

に
対
す
る
情
報

提
供
を
目
的
に
、

※
１
子
育
て
サ
ー

ク
ル
や
※
２
子
育

て
支
援
団
体
の
活
動
内
容
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

◉
要
件　
次
の
い
ず
れ
か
の
活
動
を
定
期

的
に
実
施
し
、
市
内
に
主
た
る
活
動
の
拠

点
が
あ
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
支

援
団
体

・�
子
育
て
中
の
親
子
が
交
流
で
き
る
場
の

提
供
お
よ
び
交
流
の
促
進

・�

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
援

助
・�

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
講
習
会
な
ど
の

実
施
お
よ
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
知

識
・
技
術
向
上

※
１�

子
育
て
中
の
当
事
者
が
中
心
と
な
っ

て
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体

※�

２�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
子
育
て
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。
今
月
号
の
特
集「
全
て
の

人
が
子
育
て
を
応
援
す
る
ま
ち
に
」
の

７
ペ
ー
ジ
で
は
市
内
で
活

動
す
る
３
団
体
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま

す
こ
ど
も
政
策
課　
☎
23‒

２
６
８
４

Miyakonojo City Public Relations   2023.1221



固
定
資
産
税
の「
償
却
資
産
」と
は

土
地
や
家
屋
以
外
で
事
業
用
に
使
わ
れ

る
資
産
の
こ
と
で
す
。
事
業
の
た
め
に
使

用
す
る
構
築
物
や
機
械
、
器
具
、
車
両
、

備
品
な
ど
が
償
却
資
産
に
当
た
り
、
課
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◉
申
告
の
対
象
と
な
る
事
業
主
の
例

・�

病
院
や
建
設
業
、
工
場
な
ど
を
経
営
し

て
い
る

・�

商
店
や
飲
食
店
、
理
・
美
容
室
な
ど
を

経
営
し
て
い
る

・
農
林
畜
産
業
を
営
ん
で
い
る

・�

ア
パ
ー
ト
や
貸
家
、
駐
車
場
の
賃
貸
を

行
っ
て
い
る

・�

市
内
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、

売
電
事
業
を
行
っ
て
い
る

◉
対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
１
月
末
ま
で

に
全
て
申
告
く
だ
さ
い

事
業
を
廃
業
し
た
な
ど
の
理
由
で
、
償

却
資
産
を
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合
も
、

必
ず
申
告
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
外
と
な
る
資
産

自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
の
対
象
車
両

や
家
屋
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な
る
資
産

な
ど
は
対
象
外
で
す
。

申
告
の
方
法

前
年
度
申
告
者
に
対
し
て
市
が
送
付
す

る
申
告
書
に
、
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在

の
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
記
入
し
、
１

月
末
日
ま
で
に
資
産
税
課（
紫
色
10
番
）、

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
く
だ
さ
い
。
申

告
書
は
資
産
税
課
窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
可
能
で
す
。

◉
留
意
事
項　
申
告
の
際
に
は
、
提
出
者

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
資
産
税
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
る

「
償
却
資
産
申
告
の
手
引
き
」や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　◉
申
告
し
な
か
っ
た
場
合

正
当
な
理
由
の
な
い
未
申
告
や
、
虚
偽

申
告
な
ど
の
行
為
は
、
罰
金
な
ど
の
罰
則

が
科
さ
れ
ま
す
。

建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
の
届
け
出

◉
対
象
と
な
る
建
物

住
宅
や
店
舗
、
事
務
所
、
病
院
、
工
場
、

倉
庫
な
ど
の
建
物
。
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
、

要
件
を
満
た
し
て
い
る
建
物
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。

◉
対
象
と
な
る
行
為

【
建
物
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
と
き
】

工
事
が
終
了
し
た
建
物
は
、
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
。
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の

で
も
未
調
査
の
建
物
は
、
調
査
が
必
要
で

す
。
早
め
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
】

一
部
取
り
壊
し
も
含
め
、
建
物
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
必
ず
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

取
り
壊
し
の
連
絡
が
な
い
場
合
、
そ
の

ま
ま
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

申
告
し
た
翌
年
度
分
の
み
、
各
基
準
に

該
当
し
た
工
事
種
別
に
応
じ
て
減
額
し
ま

す
。

◉
住
宅
の
要
件

・
省
エ
ネ
改
修　
平
成
26
年
４
月
１
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

・�

耐
震
改
修　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
住
宅

・�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修　
新
築
さ
れ
た
日

か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た
住
宅

※�

65
歳
以
上
の
人
や
要
介
護
・
要
支
援
認

定
者
、
障
が
い
者
の
居
住
す
る
住
宅
が

対
象

・�

長
期
優
良
住
宅
化
改
修　
省
エ
ネ
改
修

工
事
ま
た
は
耐
震
改
修
工
事
に
よ
っ
て

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
た
住
宅

※�

賃
貸
住
宅
は
、
耐
震
改
修
を
除
き
減

額
の
対
象
外
。
建
物
の
床

面
積
な
ど
詳
し
い
要
件
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い

◉
申
請
方
法

改
修
後
３
カ
月
以
内
に
、
領
収
書
や
改

修
工
事
前
後
の
写
真
な
ど
を
添
付
し
た
申

請
が
必
要
で
す
。

※�

内
容
に
よ
り
添
付
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
着
工
前
に
連
絡
く
だ
さ
い

１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

建
物
の
新
築
な
ど
の
届
け
出
・
固
定
資
産
の
減
額
制
度

市ホームページ

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
（
事
業
主
）は
、１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産

の
所
有
状
況
に
つ
い
て
申
告
が
必
要
で
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課　

☎
23‒

２
１
２
４

建
物
を
新
築
や
増
築
、取
り
壊
し
た
際
に
は
、届
け
出
が
必
要
で
す
。ま
た
、住
宅
を
省

エ
ネ
や
耐
震
な
ど
の
た
め
に
改
修
し
た
場
合
、条
件
を
満
た
す
こ
と
で
固
定
資
産
税
を

減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課　

☎
23‒

２
１
２
４
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▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

※�応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問
などの回答以外には利用しません

ご協力ありがとうございました。

10月号に寄せられた皆さ
んからのご意見を、今後の
広報紙に生かしていきます。

◉ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代　・　20~30代　・　40~50代　・　60代以上

◉ 12月号で特に興味を持ったページのタイトル

◉ 12月号を読んでのわたしの一言

◉ 今後、取り扱ってほしい記事

読者のお便り

M
iy

ak
on

ojo
 Public Relations　

　
　

　
　

　

　  2023.10

Readers
Voice

安全・安心
情情報報 Safety and securit

y

information

◎問い合わせ　
　総務課
　☎23-7183

地域地域おこしおこし
協力隊協力隊だよりだより
Vol.04

　都城を離れて早半年。久しぶりに広報紙を読
みました。イベントや取り組みが充実していて

「都城はやっぱりいいな」と思いました。
（鹿児島県　テクノさん）

　市立図書館来館者数500万人突破おめでとう
ございます！本を借りたり、調べ物をしたり、
勉強したり、家族みんなで利用しています。

（LINE投稿　みおいつさん）

　子どもを産み育てることに後ろ向きな時代で
すが、「３つの完全無料化」や「病児保育の利用助
成」で安心して未来を考えていけます。

（LINE投稿　にゃんこ先生さん）

　食品ロス削減の記事を読んで、すぐに自宅の
食品を整理しました。賞味期限が近い食材から
使うように、早速実践してみます。

（一万城町　Ｋ・Ｍさん）

移住・定住をマルチにサポートしたい
かねてより温暖な地域での暮らしに憧れていて、人も

気候もあたたかい都城に魅力を感じ、新潟県三条市か
ら移住してきました。これまで営業やサービス業などさ
まざまな職種を経験し、農業資材を扱う仕事に携わって
いた際に野菜ソムリエの資格を取得。都城には豊かな水
と肥

ひ

沃
よ く

な土壌で育ったおいしい野菜がたくさんあり、暮
らしの楽しみになっています。

現在は移住・雇用促進プロモーターとして、本市への
移住を検討している人に対し、支援制度や雇用の案内な
どを行っています。移住者ならではの視点で不安な気持
ちに寄り添い、本市の魅力を伝えることができるのは自
分の強みです。安心して移住してもらえるよう、これま
での経験をフル活用してサポートしていきたいです。
◎問い合わせ　移住・定住サポートセンター　☎23-2542

「サポート詐欺」にご用心！
インターネットを閲覧中に、ウイルス感染の警告

と合わせてサポート窓口の案内が表示されたことは
ありませんか。これは、利用者の不安をあおり、偽
のサポート窓口に電話をかけさせて金銭をだまし取
る詐欺の手口です。

電話の相手は、ウイルス除去のサポート費用を請
求してきたりソフトなどの購入を勧めてきたりします
が、絶対に応じてはいけません。万が一支払ってしまっ
たときは、すぐにカード会社などに連絡しましょう。

警告音が鳴り続け、画面を閉じることができな
い場合は、パソコンを再起動してください。偽の警
告画面はウイルス感染の有
無に関わらず表示されます。
不安なときは、最寄りの警
察署に相談ください。

気軽に相談ください

移住・定住サポートセンター
長沢 章

あ き

浩
ひ ろ

 さん



POST  CARD

8 8 5    

都城市役所 秘書広報課 行
（広報都城  No.216  2023年12月号）

氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フ リ ガ ナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

8  5  5  563円切手を
お貼りください

乗馬体験（引き馬・丸馬場５周）　３人
プレゼント提供事業者
サウスヒルステーブル（吉之元町5262-73） ☎33-2150

霧島連山の麓にある観光乗馬牧場で、大自然に囲ま
れながら馬と触れ合ってみませんか。スタッフが手綱を
引いてくれるので、初心者でも安心して楽しむことが
できます。※小学生以上、１人乗りです

プレゼントの応募方法

◎�応募締め切り　12月31日㈰　当日消印有効
◎�当選者発表　本紙２月号
◎10月号当選者　長友安子さん　ほか９人
◎10月号応募総数　125通

はがきに住所、氏名、電話番号と、12月号を読んだ
感想などを書いて〒885-8555まで。

応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

※�市公式LINEとお友だちの人は、プレゼントボタンから応
募できます

読 者 プ レ ゼ ン ト今月の

大
正
12
年
、
高
知
県
高
知
市
旭
町
で
創

業
し
た
食
品
卸
・
小
売
店「
竹
内
商
店
」か

ら
始
ま
っ
た
旭
食
品
株
式
会
社
。
今
年
で

創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
同
社
は
、
総

合
食
品
卸
業
や
食
品
製
造
業
な
ど
食
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
に
本
市
へ
移
転
開
設

し
た
九
州
中
央
支
店
宮
崎
営
業
所
で
は
、

現
在
35
人
が
勤
務
し
て
い
て
、
南
九
州
圏

域
へ
の
出
荷
を
担
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
根
幹
で
あ
る「
食
」
を
支
え
る

企
業
と
し
て
地
域
に
密
着
し
て
歩
ん
で
き

た
同
社
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
に

も
注
力
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
に
は
本

市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
毎
月
食

料
品
を
寄
付
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
６
次
産
業
化
の
推
進
や
特
産
品
の
発

信
な
ど
に
お
い
て
当
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と

今
後
の
展
望
を
語
る
の
は
、
石
川
雅
則
支

店
長
で
す
。
営
業
部
門
で
長
年
培
っ
て
き

た
知
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
誰
か

ら
も
頼
り
が
い
の
あ
る
日
本
一
の
問
屋
を

目
指
し
、
食
に
関
す
る
課
題
と
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。

「
食
の
お
い
し
さ
や
楽
し
さ
を
お
客
様

の
手
元
に
届
け
る
こ
と
が
よ
ろ
こ
び
。
今

後
は
産
学
官
で
連
携
し
な
が
ら
、
都
城
が

持
つ
食
の
魅
力
を
全
国
の
食
卓
へ
届
け
た

い
」
と
語
る
石
川
支
店
長
の
瞳
に
は
、
食

の
流
通
・
販
路
開
拓
の
プ
ロ
と
し
て
、
地

域
の
食
文
化
の
発
展
を
支
え
る
熱
意
が
輝

い
て
い
ま
し
た
。

力企業の

都城をけん引する企業を紹介

Vol.39

旭食品株式会社
九州中央支店宮崎営業所

☎36-4335
九州中央支店宮崎営業所外観

石川雅則支店長

Corporate
Power



正安２年６月15日付藤原家泰譲状

都城
市立美術館vol.68

　作者の八木常
つ ね

憲
の り

は、1947年に都城市姫城町に生まれ
ました。都城西高校で水

つ

流
る

添
ぞ え

耕
こ う

、宮崎大学では辻
つ じ

弘
ひろむ

に美
術を学んだ後、県立高校などの美術教諭として後進を育
てながら自身の制作活動を続けてきました。
　空へ向かってすらりと伸びる石柱で構成された本作は、
木彫が主の八木作品には珍しく、御影石が素材です。霧
島連山の高千穂の峰をイメージしたという三角形の姿は、
石柱の傾きによって、山同様に見る角度で姿を変えます。
　手で直接彫りながら形を決めていく木彫とは異なるも
のの、マケット（作品模型）を何通りも組み合わせて構
想を練ったという本作。作者の「手を動かすことで考え
る」制作姿勢は一貫しているといえるでしょう。
※本作は市立美術館前に常設展示

◎問い合わせ　市立美術館　☎25-1447

「正
しょう

安
あ ん

２年６月15日付藤原家
いえやすゆずりじょう

泰譲状」
都城島津家家臣・本田家が鎌倉時代に、薩摩国

山
やま

門
と

院
いん

（鹿児島県出水市）の領主であった際に作成
され、伝来していた本書状。正安２（1300）年６月、
藤原（鮫

さめ

嶋
じま

）家泰が、相伝してきた山門院針
はり

原
はら

村
むら

の
田
でん

畠
ばく

や荒野を、子息である熊
くま

鬼
おに

丸
まる

へ永久に譲渡する
こととし、ここに至るまでの関係する証文などは、
嫡子である幸

こう

寿
じゅ

丸
まる

へ譲渡することが記されています。
当時、山門院は島

しま

津
づの

荘
しょう

であり、本書状は鮫嶋家や
本田家のような有力領主たちが島津荘に存在してい
たことを示しています。また、土地を譲渡するため
には、譲状を作成し幕府から認可状を受領する手続
きが必要だったことが分かります。約700年前の鎌
倉時代にすでに文書による手続きが重要であったこ
とがうかがえる貴重な史料です。
※�都城島津伝承館は、展示設備改修のため３月15

日㈮まで臨時休館します

県内最古の土器（高城町穂満坊・軍
ぐんじんばる

神原遺跡）

歴史探訪 ! 都
城
島
津

◎問い合わせ　文化財課　☎23‒９５４７ ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23‒2116

Miyakonojo City Museum of Art 

|  H i s t o r y  e x p l o r a t i o n  |

「
伸し

ん

」
八
木　
常
憲  

作　
（
１
９
８
９
年
）

平成26年、高城運動公園の屋内競技場建設に伴
い発掘調査を行った軍神原遺跡。本遺跡では、約1
万2800年前の火山灰（サツマ火山灰）の下から、旧
石器時代から縄文時代へ移行する時期の土器が出土
しました。

この時代の土器が県内で発見されたのは初めてで、
広く注目を集めました。出土した土器は非常にもろ
い上に親指ほどの大きさしかなく、文様などの特徴
となるものも確認できませんでした。それでも、出
土した地層から県内最古の土器と特定できたことで、
都城盆地の縄文時代の幕開けを物語る貴重な資料と

なりました。
本遺跡から出

土した資料は、
都城歴史資料館
の常設展で展示
しています。
※�土器は資料保

護のため令和
６年１月31日
㈬までの展示
です

Miyakonojo City Public Relations   2023.1225



◎問い合わせ
市立図書館	 ☎︎22-0239
高城図書館	 ☎︎58-4224

観光地や遊び場、イベント、グルメスポットなど、
市内で楽しめる場所・モノ・コトを紹介！

◎問い合わせ
　みやこんじょPR課　☎23-2615

 L e
t ʼ ｓ

 m
iyakon Joy L

e
tʼ
ｓ

 m
i y

a k o n  J o y

Let’ｓ

Miyakon
Joy

みやこんじ
ょい

新 刊 紹 介

おすすめ図書

【市 立 図 書 館】	 ●休 館 日／１月１日
	 ●開館時間／9：00～21：00

【高 城 図 書 館】	 ●休 館 日／ �12月５日・12 日・17 日・19日、26日、
28日~１月４日・８日・９日

	 ●開館時間／9：30～18：00

荘
厳
な
神
話
の
世
界
に
酔
い
し
れ
る
一
夜

宮
崎
県
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
描

か
れ
た
日
本
発
祥
に
ま
つ
わ
る
日
向
神

話
の
舞
台
で
あ
り
、多
く
の
伝
説
や
伝
統

文
化
、史
跡
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、例
年
12
月
に
中
郷
地
区
に

あ
る「
興こ

玉だ
ま

神
社
」で
、高
千
穂
町
に
伝
わ

る
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
高
千

穂
の
神
楽
」を
奉
納
す
る「
都
城
興
玉
神

社
夜
神
楽
大
祭
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、高
千
穂

町
の
秋
元
神
楽
保

存
会
の
神
楽
を
は

じ
め
、中
郷
中
学
校

の
吹
奏
楽
部
や
石

井
流
家
元
に
よ
る

津
軽
三
味
線
の
演

奏
、高こ

う

野の

原ば
る

正
調
安

久
節
保
存
会
に
よ
る

ヤ
ッ
サ
節
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

一
夜
限
り
の
氏
子
直
筆
御
朱
印
の
授
与
や

和
風
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
の
出
店
が
並
ぶ

御お

神み

渡わ
た

り
市
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。

夜
神
楽
を
堪
能
で
き
る
ぜ
い
た
く
な
一
夜
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！　
　
　

【
都
城
興
玉
神
社
夜
神
楽
大
祭
（
無
料
）】

◉
日
時　
12
月
16
日
㈯　
16
時~

20
時　

◉
場
所　
興
玉
神
社（
安
久
町
２
９
５
５
）

※�

中
郷
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
都
城

安
久
支
店
か
ら
の
臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
無
料
）を
利
用
く
だ
さ
い

夜神楽で幸せ上々

まちなかまちなか de de わくわくわくわく

88歳、しあわせデジタル生活
もっと仲良くなるヒント、教えます
若宮正子(著)、中央公論新社(出版)

　81歳でプログラミングに挑戦し、デジ
タルクリエイターとして活動する著者が、
老いてこそ味方になるデジタルとの付き
合い方を教えます。

こたつ
麻生知子(作）、福音館書店(出版)

　大みそか、初めての夜更かしを宣言
したこうたくん。宿題をせずにごろご
ろしたり、おせち料理を食べたり。こた
つを囲んで家族が新たな年を迎える様
子を、真上からの視点で描いています。

みゆな（歌手）×髙石あかり（俳優）
トークショー＆ミニライブ

　今、注目を
集める宮崎県
出身の２人が

「夢・未来への
挑戦」をテーマ
にしたトークや
ミニライブを
行います。

■日時　１月７日㈰　16時30分~
■場所　ウエルネス交流プラザ
■料金　【前売】一般２千円、学生1500円
　　　　【当日】一般2500円、学生２千円
※�未就学児入場可。詳しくは、まちた

んホームページを確認ください
◉問い合わせ
　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

26広報 都城 令和５年12月号



都 城 市 現 住 人 口
令和５年11月１日現在 前 月 比 前 年 比
世 帯 数 72394世帯 （99） （515）
人口総数 158235人 （121） （−496）
男 性 74420人 （93） （−202）
女 性 83815人 （28） （−294）

※令和２年国勢調査に基づく推計人口

スマートフォンか
らも統計情報を
確認できます。

育児と仕事で手一杯の友人を見て、母親が負担を強い
られている風潮に“風穴”を開けたいとの思いから企画し
た子育て特集。取材を通じて、多くの支援者を頼もしく
思うとともに、１人１人の意識が変わることで時代に合っ
た子育てしやすい社会になると感じました。ご協力いた
だいた多くの皆さん、ありがとうございました！� （奈）

秘書広報課に異動してから毎年撮影していた天の川。
今年はコスモスと天の川を１枚の写真に収めるべくチャレ
ンジしましたが、天気はもちろんのこと月の周期やコス
モスの開花状況など、もろもろの条件がそろわずチャン
スは１日のみ。夜のコスモス畑で粘りましたが、急速に
変化する雲に邪魔され叶わずでした。来年こそは！�（達）

新型コロナも落ち着きが見られ、小・中学校の恒例行
事も徐々に再開してきています。運動会はまだ午前中の
みの開催ですが、秋の日曜参観日に合わせて実施してい
た「ふれあいフェスタ」も再開するようです。修学旅行も
以前のように遠方に行けるようになり、子どもたちの楽し
みが戻ってきたことは親のうれしさでもあります。� （祐）

編集後記

⑳

都城市役所は、都城フィロソフィを策定し、さら
なる人財育成による組織活性化で、「市民の幸福と
市の発展の実現」に取り組んでいます。その中で、「本
気で挑戦！日本一の市役所！」との高い目標を立て
ました。

高い目標を持つ人は大きな成功を得られ、低い目
標しか持たない人はそれなりの結果しか得られませ
ん。自ら高い目標を設定しパーフェクトを目指そう
とすると、そこに情熱と力を注ぐことが可能になり、
それが成功の鍵となるからです。

壮大な夢や高い目標を描いてこそ、想像もつかな
いような偉大なことを成し遂げられます。

高い目標を持つ

◎問い合わせ　フィロソフィ推進課　☎23-7163

第3章 燃える集団となる

第2部　素晴らしい都城市とするために

「青井岳自然公園」　（山之口町山之口）

プロ野球選手になって
日本一のプレーヤーになりたい！

私の夢
藤
ふじおか

岡　宏
こうすけ

輔さん　今町小６年

届けたい都城の風景

「南部ふれあい広場・コスモス畑」　（大岩田町）

Miyakonojo City Public Relations   2023.1227
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〒

885-8555　
宮

崎
県

都
城

市
姫

城
町

6-21
TEL0986-23-3174（

直
通

）　
TEL0986-23-2111（

代
表

）　
FAX0986-23-9824

ホ
ー

ム
ペ

ー
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w

w
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iyakonojo.m
iyazaki.jp/　

印
刷

／
㈱

都
城

新
生

社
印

刷
広
　
報

12

都城圏域の芸術文化の向上と情操教育の振
興および近隣市町との交流を図るため開催し
ている都城市美術展。今年度は市内外から312
点の作品が出品され、市内で美術教室を主宰
する五十川和彦さんの「Rain ManⅠ」をはじめ、
25点が入賞しました。

◎問い合わせ　市立美術館　☎25‒1447

市美展大賞
「Rain Man Ⅰ」　五十川 和彦さん

都城市長賞
「生きる」　松下 裕美さん

都城市議会議長賞
「３月　菜の花」　中武 卓さん

都城市教育長賞
「女神の微かな希望・Ⅱ」　西留 利義さん

山田新一賞
「生きている証」　黒木 康郎さん


